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笑顔あふれる教育で「教育日本一」を目指します！ 
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 普段から学校図書館運営にご尽力いただき、ありがとうございます。 
 司書さんたちが、学校に入っていただいてから、「図書館が大変きれいに
なった」「本の貸 
し出し数が増えた」ことを耳にしております。 
 昨年度までは、１４人配置し、ほとんどの方には、２校兼務していただいて
おりました 
が、本年度これまでに２５人を配置することができ、多くの方に１校専任で働
いていただいております。今年度中には、全員の１校専任が実現するよう市と
しても努力していきます。 
○学校図書館司書に期待すること 
   さて、私が今後司書の皆さんに期待したいことは次のようなことです。 
・児童生徒との積極的な関わり 
   司書の皆さんには、本を通して子どもたちと積極的に関わっていただき
たいと思いま 
す。子どもたちの読んでいる本の傾向から、学校や学年としての特徴をつかみ、
読んでもらいたい本の紹介をしたり、子どもたちとの会話を通して、個々にお
勧めの本を紹介したりすることで、子どもたちの読書の幅が広がり、読書が好
きになる子どもも増えていくと思います。 
 
・学校教職員との積極的な関わり 
   学校運営はそこに関わる全職員が団結することで大きな力を発揮します。
皆さんもその学校の職員の一人として、普段から学校職員が気軽に立ち寄れる、
相談できる雰囲気作りを心がけてください。 
            
・特色ある図書館運営 
   極端に言えば、「学校の中心は図書館である」と言えるような図書館運
営を目指して 
ください。だれもが気軽に立ち寄れる、立ち寄りたくなる図書館、図書館に
入ったら、本を手にとってみたくなるような図書館運営を目指していただきた
いと思います。 
また、各学校には学校教育目標や校長先生が中心となって決める学校ならでは
の方針があるので、その目標や方針に沿って活動を進めてもらいたいと思いま
す。 
さらに、藤枝市では小中一貫教育も進めていますので、各中学校区で連携をし
て選書や本の配置の工夫をして特色を出せるといいと思います。 
 
・司書同士の連絡を密にし、図書館の環境整備に力を入れる 
    ４時間という限られた勤務時間であるので、各校をつないだパソコンを
利用して「お 
たより」の作成等共有できる部分は共有して、効果的な図書館整備を進めても
らいたいと思います。 
最後に 
    司書の皆さんには言うまでもないことですが、読書は子どもたちの心の
成長に大きな 
役割を果たすとともに、語彙を獲得し、今必要とされている思考力・判断力・
表現力 
を伸ばすことに直結すると考えます。 
   ですから、私は、司書の皆さんには大きな期待をしています。今日はた
くさんのお願 
いばかりをして申し訳ありませんが、皆さんで協力をして、藤枝の子どもたち
のために力を貸してください。  よろしくお願いします。 
 

▲大学生がサポートに入りました 

▲講師は静岡産業大学情報学部 佐野教授 

▲池田さんによるオススメ図書。50冊以上が並びました。 

学校図書館司書研修会を実施 
～北村市長が学校図書館への熱い思いを語りました～ 

 ６月25日（木）、藤枝市役所で、学校図書館司書研修会を開催しました。 
 
 今年度より２校兼務体制から、１校１人配置体制へと学校図書館司書の人員
を増やし、ますます充実した環境を整えています。 

藤枝市は10日、総合教育会議を市役所で開き、本年度テーマの学校図書館の
充実に向けて教育委員らが協議しました。新型コロナウイルス感染拡大に伴
い、臨時休校し、先月から再開した学校の状況も報告された。市は本年度か
ら、市立小中学校の学校図書館司書を1人1校配置できるよう拡充を進めてい
る。これまでできなかった図書館を使った授業に意欲を見せる教員が増えた
り、図書たよりの発行回数が増加したりするなど効果が出ているという。委
員からは「司書だけ出なく、学校全体で図書館活用の意識を高めてほしい」
「図書館の調べる機能を高めることも重要」などの意見が出た。市は学校再
開後の児童生徒の様子や感染拡大防止対策、授業の進め方などを報告した。
子どもなりに学校生活で「新しい生活様式」に慣れようとしているが、登校
を渋ったり教員らに甘えたりする低学年児童もいるという。北村市長は「大
切なのは楽しく学校に行き、人の道を学ぶこと。教員は焦らずにのびのびし
た子どもたちを育ててほしい」と述べた。 

 静岡県子ども読書アドバイザーの
会＠ふじえだ代表であり、長年藤枝
市の学校図書館に関わりのある池田
まり子さんを講師に向かえ「選書の
仕方」について、講話をいただきま
した。 
 池田さんの講話では、子どもたち
に読んでもらいたいオススメの本を
紹介しながら、学校図書館の運営の
仕方について熱心にお話いただきま
した。 

▲学校図書館司書に対して講話を行う北村市長 

 令和2年度のテーマは「学校図書館司書」。本市では、今年度より各学校の図書館に
配置する司書の1校1人体制を進めています。 
 実際に勤務する司書からは、「2校兼務体制に比べ、時間に余裕ができ、子ども一人
ひとりに寄り添った本の提案が可能になった」など業務改善がなされたとの声が上がっ
ています。一方で、「授業への積極的な参加等もっと活動の幅を広げたいが勤務時間が
足りていない」や「団体貸し出しや学校間貸し借りの際市立図書館や他校へ本を運ぶ手
段がない」などといった課題がまだあることも現実です。 
 教育委員からは、「図書館司書１人だけでなく、学校全体で図書館活用の意識を高め
るべき」「図書館の『情報センター』としての機能を高めることも重要」などの意見が
ありました。 
 
 また、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、臨時休校し、先月から再開した学校の状
況を事務局から報告しました。北村市長は、会議を通して「読書は人の心を豊かにする。
学校図書館司書は子どもの心の成長に大きな役割を果たす。大切なのは楽しく学校に行
き、人の道を学ぶこと。教員は焦らずにのびのびした子どもたちを育ててほしい。」と
述べました。 
 
 今後の総合教育会議でも、継続して施策の展開や課題解決に向け協議を進めていきま
す。 

 静岡県子ども読書アドバイ
ザーの会＠ふじえだ 代表  
池田まり子 様より「選書の仕
方」につきまして、講話をいた
だきます。 
ご存知の方も多いと思いますが、
池田様は、今紹介させていただ
いた、 
子ども読書アドバイザーの会の
他にも個人で子どもの本「マ
リー文庫」を主催する等、幅広
くご活躍されています。 
学校の方でも、これから選書が
始まるということで、本日は選
書の仕方についてを中心にお話
いただきます。 

 また、中村教育長は自身の教員時代の経
験から、「学校図書館は子どもと、教員と、
保護者とつながる大切な場所であること。
そのために学校図書館司書は非常に重要な
役割で、藤枝の子どもたちのために尽力し
てほしい。」と図書館司書に話しました。 

 研修会では、まず北村市長が学校図書館
や司書に期待することについて熱く語りま
した。 
 「学校内では先生とのつながり、外では
他校の司書や市内図書館とのつながりを意
識し、学校の中心は図書館と言われるよう
な活躍を期待しています。」と集まった各
校の図書館司書にエールを送りました。 


